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【
概
況
】

　

東
京
市
場
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
年

間
入
荷
量
は
近
年
、
２
万
５
０
０
０

ｔ
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。
昨
年
、

一
昨
年
は
や
や
減
少
し
た
も
の
の
、

異
常
気
象
の
影
響
を
受
け
た
だ
け
で
、
量
が

減
っ
て
値
段
が
高
く
な
る
こ
と
を
み
る
と
勢

い
は
良
い
。
輸
入
品
は
米
国
産
で
３
５
０
０

ｔ
前
後
、
シ
ェ
ア
は
15
％
前
後
で
あ
る
。
全

輸
入
量
は
昨
年
で
３
万
７
０
０
０
ｔ
程
度
の

た
め
、
東
京
市
場
に
は
１
割
弱
が
入
荷
し
て

い
る
勘
定
だ
。
同
国
産
は
最
も
多
か
っ
た
と

き
で
６
２
０
０
ｔ
に
達
し
て
い
た
。

【
�
�
】

�
�
】】

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
輸
入
は
国
産
の
生
産
が

落
ち
込
ん
だ
１
９
９
６
年
ご
ろ
か
ら
増
え
始

め
、
01
年
が
ピ
ー
ク
で
８
万
４
０
０
０
ｔ
。

こ
の
年
、
国
産
の
出
荷
数
量
は
７
万
ｔ
台
だ

っ
た
た
め
、
輸
入
品
が
半
数
以
上
を
占
め
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
の

10
年
間
で
輸
入
は
半
分
以
下
に
急
落
。
東
京

市
場
の
平
均
単
価
は
輸
入
の
ピ
ー
ク
時
の
キ

ロ
２
５
０
円
前
後
が
今
や
３
０
０
円
を
超
え

た
。
一
方
で
、
年
間
入
荷
量
は
10
年
前
か
ら

５
０
０
０
ｔ
程
度
も
増
え
た
こ
と
か
ら
、
国

産
が
輸
入
品
を
凌
駕
し
た
こ
と
に
な
る
。

か
つ
て
輸
入
量
が
多
か
っ
た
が
、
現
在
で
は
そ
の
総
量
や

季
節
的
に
み
る
と
か
な
り
減
っ
て
い
る
品
目
が
あ
る
。
輸
入

品
が
切
り
開
い
た
需
要
�
�
�
が
�
�
�
て
い
�
と
い
っ
た

�
�
�
が
�
�
�
て
い
�
と
い
っ
た

�
�
が
�
�
�
て
い
�
と
い
っ
た

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
が
最

も
望
ま
�
い
も
の
の
、
中
�
�
野
菜
の
場
合
は
〝
毒
ギ
ョ
ー

ザ
事
件
〟
に
よ
っ
て
敬
遠
さ
れ
、
一
般
需
要
が
落
ち
た
こ
と

に
よ
る
自
然
減
だ
。
輸
入
が
減
っ
た
分
、
こ
れ
ま
で
の
需
要

は
�
�
に
切
り
�
え
ざ
る
�
得
ず
、
�
�
化
対
応
が
遅
れ
れ

ば
市
場
相
場
は
高
�
な
る
。
多
�
の
品
目
で
�
�
�
�
へ
の

動
き
が
鈍
い
た
め
、
ま
た
輸
入
品
依
存
に
回
帰
�
て
い
る
も

の
も
あ
る
。
市
場
へ
の
入
荷
動
向
�
参
考
に
�
な
が
ら
、
そ

ん
な
品
目
の
流
通
状
況
や
方
向
性
�
考
え
て
み
た
い
。

ブロッコリー
輸
入
量
は
10
年
で
半
減
も
勢
い
は
持
続
。
著
し
い
北
海
道
産
の
台
頭
で
夏
場
を
補
完
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【
概
況
】

　

東
京
市
場
の
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
の
入

荷
は
、
昨
年
で
年
間
１
６
０
０
ｔ
程

度
だ
が
、
そ
の
う
ち
２
割
が
中
国
産

で
あ
る
。
２
万
２
０
０
０
ｔ
と
最
も

輸
入
の
あ
っ
た
01
年
、
同
市
場
に
は
同
国
産

は
５
６
０
０
ｔ
の
入
荷
が
あ
り
、
シ
ェ
ア
76

％
で
ダ
ン
ト
ツ
の
１
位
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら

す
る
と
現
在
の
流
通
量
は
か
つ
て
の
１
割
に

も
満
た
な
い
。
ち
な
み
に
、
同
国
産
は
06
年

か
ら
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
違
反
に
続
き
、

毒
入
り
ギ
ョ
ー
ザ
事
件
の
影
響
で
小
売
商
材

か
ら
姿
を
消
し
た
。

【
�
�
】

�
�
】】

　

01
年
当
時
、
年
間
７
０
０
０
ｔ
以
上
の
入

荷
が
あ
っ
た
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
は
、
チ
ン
ゲ
ン

サ
イ
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
と
同
等
か
そ
れ
以
上

の
野
菜
の
主
要
商
材
だ
っ
た
。
キ
ロ
単
価
も

２
３
０
円
前
後
で
優
良
商
材
と
い
え
た
。
そ

れ
が
今
や
流
通
量
は
か
つ
て
の
１
割
程
度
、

単
価
も
８
０
０
円
を
超
え
る
。
１
９
８
円
売

り
が
で
き
る
の
は
50
ｇ
の
小
袋
だ
。
も
と
も

と
労
働
集
約
性
の
高
い
サ
ヤ
マ
メ
類
は
、
産

地
の
高
齢
化
や
労
働
力
不
足
も
あ
っ
て
、
中

国
産
が
敬
遠
さ
れ
て
も
そ
れ
を
補
う
よ
う
な

国
産
の
拡
大
は
み
ら
れ
な
い
。

サヤエンドウ
流
通
量
は
か
つ
て
の
１
割
以
下
に
激
減
。
放
置
さ
れ
て
い
る
需
要
に
国
産
対
応
を
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輸
入
が
減
っ
た
野
菜
と

国
産
の
対
応

野菜生産者のための相場研究

【
�
�
の
対
応
】

�
�
の
対
応
】】

　

輸
入
が
減
っ
た
分
、
飛
躍
的
に
増
え
た
の

が
北
海
道
産
で
あ
る
。
10
年
前
に
は
５
０
０

ｔ
前
後
の
入
荷
し
か
な
か
っ
た
も
の
が
、
昨

年
は
３
４
０
０
ｔ
。
主
に
輸
入
品
が
担
っ
て

い
た
夏
場
の
主
産
地
に
躍
り
出
た
。
北
海
道

に
は
ド
ー
ル
の
最
大
の
直
営
農
場
が
あ
り
、

自
ら
輸
入
品
か
ら
国
産
化
に
転
換
し
た
こ
と

が
大
き
い
も
の
の
、
供
給
の
薄
い
夏
場
の
需

要
を
目
指
し
て
Ｊ
Ａ
や
大
型
農
家
が
作
付
面

積
の
拡
大
を
図
っ
て
き
た
。
ま
た
、
生
産
が

難
し
か
っ
た
秋
出
し
や
春
出
し
の
技
術
向
上

も
国
産
増
に
貢
献
し
て
い
る
。

【
�
�
の
対
応
】

�
�
の
対
応
】】

　

東
京
市
場
で
は
、
10
年
か
ら
「
キ
ヌ
サ
ヤ

エ
ン
ド
ウ
」
の
統
計
を
別
立
て
に
し
て
い
る

た
め
、「
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
」
は
ほ
ぼ
ス
ナ
ッ
プ

エ
ン
ド
ウ
の
統
計
と
み
て
よ
い
。
そ
の
意
図

は
、
中
国
産
が
開
拓
し
た
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド

ウ
の
需
要
を
国
産
が
代
替
し
て
さ
ら
に
伸
び

て
い
く
だ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
が
あ
る
た
め

だ
。
が
、
国
産
は
一
向
に
増
え
て
こ
な
い
。

お
や
つ
代
わ
り
に
子
供
た
ち
が
気
軽
に
食
べ

ら
れ
た
中
国
産
の
需
要
を
、
何
と
か
国
産
が

補
完
す
る
手
立
て
は
な
い
も
の
か
。
こ
の
パ

イ
は
誰
も
食
べ
ず
に
放
置
さ
れ
て
い
る
。
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流通
ジャーナリスト

小林  彰一
青
果
物
な
ど
農
産
物
流
通
専
門
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
㈱
農
経
企
画
情
報
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
。「
農
経
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
」
を
主
宰
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
情

報
紙
『
新
感
性
』、
月
刊
『
農
林
リ
サ
ー
チ
』
を
発
行
。
著
書
に
『
日
本
を
襲
う
外
国

青
果
物
』、『
レ
ポ
ー
ト
青
果
物
の
市
場
外
流
通
』、『
野
菜
の
お
い
し
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
』

な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
生
産
、
流
通
関
係
紙
誌
で
の
執
筆
多
数
。

【
概
況
】

　

東
京
市
場
の
生
シ
イ
タ
ケ
の
入
荷

は
、
00
年
の
１
万
３
０
０
０
ｔ
を
ピ

ー
ク
に
一
貫
し
て
減
り
続
け
、
昨
年

に
は
７
８
０
０
ｔ
と
い
う
史
上
最
低

の
数
量
に
な
っ
た
。
こ
の
10
年
余
り
で
４
割

も
減
っ
た
要
因
は
ま
ず
中
国
産
の
激
減
が
挙

げ
ら
れ
る
。
00
年
に
は
輸
入
量
の
４
万
２
０

０
０
ｔ
の
う
ち
、
同
市
場
に
は
６
７
０
０
ｔ

が
入
荷
し
た
も
の
が
、
昨
年
に
は
７
８
０
ｔ

に
。
シ
ェ
ア
は
１
割
に
も
満
た
な
い
。
入
荷

の
ピ
ー
ク
時
か
ら
同
国
産
を
差
し
引
い
て
国

産
が
約
１
割
増
え
た
と
い
う
実
態
だ
。

【
�
�
】

�
�
】】

　

00
年
の
平
均
単
価
は
６
５
０
円
。
キ
ロ
２

７
０
円
平
均
の
中
国
産
の
シ
ェ
ア
が
50
％
も

あ
る
た
め
、
国
産
が
１
０
０
０
円
以
上
で
も

平
均
単
価
を
押
し
下
げ
て
い
る
。
一
方
で
昨

年
の
平
均
単
価
は
８
７
６
円
。
中
国
産
の
単

価
は
３
３
８
円
と
安
く
て
も
シ
ェ
ア
は
１
割

以
下
と
い
う
こ
と
か
ら
、
総
じ
て
国
産
の
単

価
が
２
割
前
後
安
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。
シ

イ
タ
ケ
の
小
売
価
格
を
み
る
と
、
明
ら
か
に

か
つ
て
よ
り
は
値
入
れ
が
安
く
な
っ
て
い
る
。

今
は
単
価
の
安
い
中
国
産
の
輸
入
が
ご
く
わ

ず
か
。
こ
の
現
象
を
ど
う
み
る
か
。

生シイタケ
中
国
産
が
激
減
し
て
も
小
売
価
格
は
低
迷
。
必
需
品
の
地
位
か
ら
陥
落
し
、
次
の
課
題
へ
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【
概
況
】

　

東
京
市
場
の
ニ
ン
ニ
ク
の
入
荷
量

は
、
98
年
の
７
９
０
０
ｔ
を
ピ
ー
ク

に
06
年
ご
ろ
か
ら
減
り
始
め
、
昨
年

は
４
５
０
０
ｔ
と
４
割
以
上
も
落
ち

た
。
輸
入
量
の
ピ
ー
ク
は
05
年
の
３
万
ｔ
で
、

同
市
場
で
の
中
国
産
の
シ
ェ
ア
は
70
％
、
数

量
で
４
３
０
０
ｔ
も
あ
っ
た
。
昨
年
の
輸
入

量
の
１
万
９
０
０
０
ｔ
の
う
ち
、
同
市
場
へ

は
２
５
０
０
ｔ
ま
で
減
っ
て
は
い
て
も
シ
ェ

ア
は
56
％
と
依
然
ト
ッ
プ
だ
。
小
売
商
材
で

は
敬
遠
機
運
が
高
い
も
の
の
、
業
務
用
需
要

に
は
根
強
い
支
持
が
あ
る
。

【
�
�
】

�
�
】】

　

ニ
ン
ニ
ク
の
輸
入
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
増

え
始
め
、
主
産
地
の
青
森
は
そ
れ
に
圧
さ
れ

る
よ
う
に
03
年
く
ら
い
か
ら
減
り
始
め
る
。

輸
入
品
と
の
棲
み
分
け
を
狙
っ
て
高
級
品
路

線
に
転
換
し
た
こ
と
で
同
県
産
は
01
年
当
時
、

キ
ロ
８
０
０
円
程
度
だ
っ
た
単
価
が
昨
年
に

は
１
２
０
０
円
を
超
え
た
。
ま
た
、
国
産
の

単
価
高
が
浸
透
し
て
く
る
と
、
こ
れ
ま
で
産

地
の
な
か
っ
た
県
で
も
産
地
化
を
推
進
す
る

機
運
が
高
ま
っ
て
お
り
、
東
京
市
場
に
も
実

績
の
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
も
入
荷
が
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ニンニク
４
割
減
で
も
中
国
産
が
シ
ェ
ア
を
維
持
。
勢
い
を
増
す
国
産
も
加
工
対
応
を0
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�
�
の
対
応
】】

　

中
国
産
を
利
用
し
て
い
た
加
工
業
務
需
要

筋
は
、
同
国
産
の
敬
遠
機
運
の
な
か
で
の
輸

入
減
に
困
惑
し
て
お
り
、
10
年
に
は
一
時
的

に
同
国
以
外
の
輸
入
品
を
手
当
て
す
る
動
き

が
活
発
化
し
た
。
東
京
市
場
で
も
同
国
以
外

の
輸
入
相
手
国
が
十
数
カ
国
ま
で
拡
大
し
た

時
期
も
あ
っ
た
ほ
ど
だ
。
た
だ
、
同
国
産
の

輸
入
は
回
復
基
調
に
あ
り
、
往
時
よ
り
減
っ

た
と
い
っ
て
も
３
割
強
の
減
。
し
か
も
、
市

場
の
入
荷
シ
ェ
ア
で
は
過
半
を
超
え
て
ト
ッ

プ
の
座
に
あ
る
。
国
産
の
一
般
需
要
が
頭
打

ち
の
現
在
、
業
務
用
対
応
が
課
題
に
な
る
。

【
�
�
の
対
応
】

�
�
の
対
応
】】

　

か
つ
て
生
シ
イ
タ
ケ
は
需
要
期
の
相
場
が

乱
高
下
し
た
。
一
般
需
要
で
も
業
務
用
で
も

必
需
品
目
だ
っ
た
か
ら
だ
が
、
今
や
入
荷
数

量
は
シ
メ
ジ
や
エ
ノ
キ
ダ
ケ
に
追
い
越
さ
れ
、

そ
の
地
位
は
凋
落
し
た
。
ま
た
、
菌
茸
類
の

な
か
で
も
工
場
的
生
産
化
が
遅
れ
て
い
る
シ

イ
タ
ケ
は
供
給
が
不
安
定
。
さ
ら
に
、
一
世

を
風
靡
し
た
中
国
産
に
よ
っ
て
シ
イ
タ
ケ
の

値
ご
ろ
感
が
低
め
安
定
傾
向
に
な
る
。
国
産

も
菌
床
栽
培
が
中
心
に
な
り
、
中
国
産
と
の

代
替
現
象
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
生
シ
イ
タ
ケ

は
商
品
性
の
見
直
し
の
時
期
に
き
た
。


